
保証 書

この製品は、厳密なる品質管理及び検査を経てお届けしたものです。

お客様の正常なご使用状態で、万一故障した場合には、お買い上げの

販売店に必ず本保証書を提示の上、修理をご依頼ください。

裏面の保証規定により、無料で修理いたします。

※印欄の記入のない場合には、有効とはなりませんから、必ず記入

の有無をご確認ください。

本保証書 は再 発行いた しませんの で、大切に保 管 してください。
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1 ．特 長

■一台二役のレーダー探知機付車載用盗難警告システム
ドライブ中はうっかり違反を解消しノ、駐車時の車上盗絶やいたずらな
どを警告し、お頭の安全を全面的にバックア ップ します。

■ワンタッチの簡単取り付け
シガー・ ライタw ・ ソケ ッ トよ り電源を取る方式ですので、簡単に取

付けることがで きます。

■コンパク ト ＆ セパレー ト
レ【 ダーー探知機は脱着式ですので、こ使凧 こならない場合は盗難筈2〕
機本体から簡単 に取りはずせます。

【 盗難警告機】

t 超音波によるモーション・センサー
4 0 k H zの走賀音波で車内の動きを敏感にキャッチ します。

■音声・発光による強力警報
車内の侵入者に対し、音声・スト】コボ発光等により、効果的に警告し

ます。同時に無緑方式によ りポケ ッ トベル にアラーム伝 写を送信。
車の異常を即時お知 らせします。

■リモコン簡単操作
ポケットベルのリモコンで車夕佃、ら諮難警告機の操作ができ諾す。

】lD 識別登録
盗難警告機とポケットベルとの問には、それぞれ個別認識信弓が入力
されています。、他のセ ットのポケ ッ トベルで操作されることはあ りま
せん。

【 レーダー探知機】
■×・K 2 ハン ド対応

×ハン ドおよびKハ ン ドに対応。すべ てのレ【 夕【′【 取締り機に対 して使
用できます。

■受信感度切換え方式
市街地では低速走行用の ノーマル・ モ【 ドに、高速道路や自動車専用

道定訳では高速走行用のスーパ【 ・モ∬ ドにと、走行場所や道路状況 に

より、ワンブ ッシュで受信感度の切授えができます。

■菖・光によるダブル警報システム
レ】ダー波を受信すると、アラーム・ランプの光とブザーの苗とによ

つて受信をお知 らせ します。また、レ【 ダー波が強くなる（発信源 に近

付く）につれて、警報 音の速さおよびアラ】ム・ ランプのJ．ミミ減速度 がそ

れぞれ変化する段階的警報 システムです〔）

－1 －



－2 ．各部の名称とはたらき －
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′㊥

6 ）

′け

r

Ⅷ胤

m

卜

L

Ⅷ胤

月々

［レーダー探知機］

、叫

∫

．

L

〔

）

FI

Y

．J

恥

L 一丁l≠‾▲
（3 ）

付属品

ノノブ ノ ラ ツ リンハ イリ ー

川土J】 クり‥ノブ1 脚

川場

いじ官
ド
hl

コや〕二⊃｝）

瞥㌔

′′一癖J

しⅦ

［ポケッ トベル］

し5

「 1 、／

巾）

（ 3J

．－⊥－

」ドッ〉トノノ r11州げ ノ l言1J占1くノ

1 1 て ソト 1 tご‥ノト

伊／－♂

幽七萱野

ー2 －

（ 2 ）

フル 「ilぺ弓ウノlテレ也

1 ノト 2ノト りイ≧、ハ 川

闇♂

［盗難警告機本体］

（ 1）モ【 卜∴ ランプ 佃＿⊇亘∈〕
イクニション・キ】O N のとき点灯し、セキコリティ動作中は消灯しま

す。アラ▼ム動作中は点灯 します。

（ わセンサー・ランプ（亘巨哩 可
モ¶ション・センサーが物の動きを検出すると点灯します。

〔 も 超苗波センウけ受信那

（ ク）ス トロボ発光部

（ 封 赤外線 リモコン受信那

（ 百）超告波センサー“【一発信告β

（ ？〕テス ト スイッチ〔了巨萱王）
アラ山一ムの動作確認 を行なうスイ ッチです。

スイッチを押すと、アテーーム動作を一回実行します。

（ 8）電源スイッチ〔巨白鍵巨亘）
本体の電源をO N ／ノ／0「二F します。－【 度押すとO N とな って電源がはいり

ます。もう【 度押すとO FFとなり、碍源が切れます。
注アラ¶ム動作【川こ0「二Fにすることは できません。

（ 9〕内戚スピーーカーー

姻無線送イ白川口 ッドアンテナ

ポケ ッ トベルにノブう ーム信 弓を送信 し沫す。u ツ ド・ アンテナ‾を伸ば

していただ くJ′送イデ溝り達節閲が大 きくなります（，

q l〕内蔵充■竜式 ニッカ ド式＿三池パ 、ソク

弓1こ〕形4 木のパ ックを仲川 しますL）1晴間の充宙 ぐ約 1 0 時間、4 時間lの

允竜で約‘40 川．1臓」代しノよす。

L 〕令レ ーダー一抹知機軸外 しノ什しノブ

内イ則に乍川′1て レーーダーーーi米匁】機を似りはず しま すし〕

姻電源ジャック〔〔り ト〕
●他のD C にJV 川機÷三呂をほ続 ごさょす。

●イ＼川堤の充鶴肘串J比まケ ー・ ブルを接続しノま弓。）トーP ′7奉P．くミ）

（ 〕卑鴨源 ジ・t7リク ‥N 〕
イ、J席のシガん一】プラクを1萎抗 し沫 す。

場外那 スビ】カー川ノ‾Jllこ岩］子 ¢3 ．5
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［レーダー探知機］

（ 1）唱源スイッチ〔戸‾白油∈旦）
レ∽ダー探知機の電源をO N ／′／O F F します。

〔 2）■窮源ランプ・ アラーームう ンプ
レー一夕㌧一一探知機の電源がはいると点灯します。

レーダ山一波を受信すると点滅 します。

・ ご3）アラー¶ム・レベル・メ】夕肝

受仁‾ん たレ【 ダー波の強さをノJ、します。

小二）感度tノ」り携えスイ ッチ 〔亘巨相萱〕

レ此夕肝探知】機の受信感度を切り操えることができ（j、召t）

スイッチを押すと高感度（S U P E R ）になります。

（ 5）レw一夕ー一波受信邪

【 ポケ ッ トベル］

ぐり電源スイッチ〔Q 虹垂璽 至）
電源をO N ′／／O FF します。

〔 2）リモコンスイッチ 摂∈玉垣工白
スイ ッチを押すと、アラーム告 が止ま ります。

また、リモコン操作の場合は、認難警告・機のセキコ＿リティ軌作が一力

的悶停」上します。

〔 3うアラⅦ¶ム・ランプ

電源が入るとランプが3秒間人上え火］し託す。

さお難業 ；±．槻木休か ら送信（さノれたアラーーム信弓を受信すると、ランプわ＼

点滅 し諾す（、

r a〕赤外線リモニ」ン発イ烹郡

〔 早）：顎イこ1作〕ロ ッ ドア ン テナ

ー4 －

3 ．取付け方法

1 ．サンバイザーヘの取付け

ぐ1）盗難警告機本体にレーダー探知機を組み込んでください。
本体の満とレーダー探知機の満とを合わせて、本体後面（アンテナ側）

よりレ】夕”探知機をカチッと告がするまでスライドさせます。

注：レーダー】探知機をこ使矧 こならない場合は、付属のサイド・パネ
ルを必ず装着してください。本体側面のレーダー探知機用電源端

子がシ ョー トすると故障 しますのでこ注意 ください。

レーダ ー探知機
口文外 し川 ツメ

…「
剖

l

レーダーーー探知機

【√【

二］

ワイ ドパネル

l 電源夢≡
（ ショー ト厳禁）

（ 2〕本体 にリンパイヴーー・ク リップを取付けて ください。

ワンハイザムーW・クリップ目父イ＼Jけ告【5のネジを ドライバーではず し、

ウリツプをネ ジLトメします。
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④車のサンバイザーに本体を取付けてください。
レーク】探知機のレ¶夕¶波受信部を車の進行方向に向け、本体が地

面と水平になるようにしてください

注：レーダー探知機のレーダー一波受信部、本体のセンサー送・受信郡、
および赤外線リモコン受信部の前方に障害物の釆ないように取付

けて ください。

華の進行方向

＼ ／■

－6 －

下ミ
晦宗；こ

1 」モコン受信部

＼ヾ

センサ

レーダー波

d ＞

7 ＼
リンパイヴ

2 ．電源の接続および配線

か本体の電源スイッチをO FF（ ■l ）にしてください。

①電源コ¶ドのL形プラクを本体の電源ジャック〔匝）に差し込み、電源
プラクを車のシガー・ ライター・ ソケ ッ トに差 し込んで ください。

匡≡≡ヨ

電源ジャック

〔 ‡垣〕

◎□ ⊂］
1

電源プラク

シガ ー

→ライタ川－－
ソケ ッ トヘ

L 形プラク

注：シガー・プラクは必ず付属のものをこ使用ください

巧）コ¶ ド・ クリップ（付属品）に電源コー ドをはさみ込んで、

場所に両面テープ（付属品）で国定 して ください。

配線したい

注：貼り付ける場所が汚れていると、接着性が悪くなります。

口車のバ ッテ リー系から電源をとる場合

運転時間の短い方は、電池パ ックに十分充電できません。

この様な場合は、付属の電源ケーブルを接続します。
（ 電池パックに常時充電することができます）

本体の

〔 亘王）側イー
ジ1フックに接続態礫

華のバッテr」一系裔源

＿●．に接続（常時12 V がきて
いるコー ド）

－●・垂のアーース（金J詫部分）
に接続

注■厘 王）のみ使用されますと、自動的にセキュリティ動作状態と
なります。〔i重圧〕を使用されるときは、
ください。

〔 ）し瀞N
シガー・ プラ ク

．
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・ － 4 ．盗難警告機の使用方法 一

本機は、超苗波モーションセンサーを使用したカーセキュリティーシステ

ムです。駐車などで牽を離れる場合は、車のイグニッションキーをO F Fに
する（キーを抜く） と自動的 にセキ ュリテ ィ動作 し、盗難やいたず らを監

視します。

1 ．本機をご使用になる前に

木機をご使矧 こなる場合は、本体内蔵の電池パックに充電してくださ
い。車のイグニ ッシ ョンキ【 をO N にすると、シガーライターよ り碍池

パックに充電 します。

充電時間の目安 1時間の充電で約 10 時間動作、満充電（4 時間）で
約4 0 時間動作 します。

車の運転時問が短く、十分に充電ができない場合は、付属の電源コ】 ド
を車のバ ッテリー系電源 に接続 して ください。一接続方法はP 7 を参P．そ∃

2 ．使用方法

「 ‾恵東重吉蔽海面≡盲豆腐言古廟 盲東面喜甫古；】ド方言

L ナを本体と垂直になる様 にセ ッ トし、ロ ッ ドア ンテナ を引き伸 ばし

亡くだ さい。アンテナを伸ばさない場合は、電波の送信距離が短 く

なります。

r ＝ 盗難笠告槻木体の電源スイッチ〔戸百軒∈百）をO N（ェ ）にしま可

〔 空白申∈印スイッチを押すと、モード（両日＿白∈〕ランプが′1ミ灯し＿ノ、
センサー山一が動作 します。，（イク ニッシ ‾］ンニトーーーがO F「の場指丁も、

〔 巨白‾野田〕スイ、ソテを〔）Nで－き沫す。）

覇［コに＿土工覇
川1す

l ＼ト＼
2

－

－

－

1

ヰのイヴニ 、ソシ ョンキーーを（〕「下とします‥

エンジンを止めて、キーーを抜きよすrJ

注軒のキーを抜いても、シカ∴ ライター電脱が切れない頚椎のf岩r‥話、

イケニリシ＿」ンニト ーを口「「しに後、二ニノカーープラクを抜い亡くだ｛‾さい。

－8 －

↓

i

山

イグニッションキーをO F Fと してから、2 0 秒以内 に車外 に出て、 ド

ア及びウイ ン ドウをロ ックします。

2 0 秒間セキュリティ待機状真実となります。

注：風な どの影響を受けることがあ りますので、ウイ ン ドウは最後ま

で閉めてください。

イグニッションキーをO FFとしこから、2〔）秒後にモード（知日日日ラ
ンプが消えこ セキュリティ動作を開始します。

「 5】車外に出る前にアラーーム動作 した場合は、ポケ ッ トベルの リモコン操

作をおこな ってください。一－・P ．1 2 を参照

セキコリティ動 作が停止 し、2〔〕秒後 に内聞始します。

L ‾6！イグニッションキーをO N にする （エンジンをかける）と、 ヒキ ー1リ

ティ動作を解除 し沫す（，

3 ．セキュリティ動作申に異常を感知 した場合

セキコリティ動作［川こ、和利 こ侵入されたり、車イ本に促し′1衡蟹が加え

らrけこ的など、センサーーが異常を瑛匁ル た場合は、モームド〔吋〔氾 巨‾）ラ
ンプが∴ミミ灯 し、アラーム軌作 を開始 します。

アラm ム動作 郎モiごの誓言ト・ストロボ発光－－→アラ、Ⅷ／、【L∃の」糾（1すヨ入
捌こ対し繰り返し警チ土ん 託す。

「 ［－」川引こ、井Fモ線ノ1 Tt：去■によ り、ポケ ッ トベルヘアープーー一人イ．二‾i

；］を送イ言‾ん ょす（、

’諌諮艶笑丁さ1一機本体とポケット′＼こルの才子畑諺1靴 撒離は、アンテナを伸ばしノ
た1犬難で冊封州の場命は約3〔〕O m 、郊外の境拾 i湘勺1kr‾什、＼一；⊃krrlでづrノ

（ 送イr瀞 離は障r【引勿・大似 ∨洋三浪」人淵 こよ卜〕せイLしますり）

ー9 －
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4 ．テス トモー ドについて

テス トモー ドにより、アチーム動作の確認ができます。

本体のテスト仔巨萱王〕スイッチを押すと、アラーム動作（昌声→スト
ロボ発光一アラーーム告及びアラ】ム信号の送信）を 1回テス トします。

注：運転中は危険ですから〔王∈≡三）スイッチは、押さないでください。
テス トモーードは、停車中におこな ってください。

ー1 0 －

ー・－5 ．ポケットベルの使用方法－

ポケットベルを使用する場合は、電池が消耗していないか繹諾 し、
用ロッドアンテナを引き伸ばしてください。

アンテナを伸ばさない場合は、受信距離が短くなります。

∃

W
矧

一

1 ．乾電池の入れかた

ポケッ トベルは学4 形乾電池を2本使用 します。アルカ リ乾電池の場合

は、約6 0 日間連続使用（受信待機状態）できます。

電池が消耗 した時は、早め に新 しい電池と交摸 して ください。

〔 り 裏面の電池蓋を矢印の力向 に

スライ ドして開けます。

④乾電池（単4形2本）を極性㊦∈）
を合わせて入れます。

準

⑳
㊤

∠

帯地蓋

ぐ3）電池蕎をスライ ドして国定 します。

乾電池についてのご注意

●極性¢）∈）は、正 しく入れてください。

●電池を交摸するときは、2 本とも新 しい電；付こ交摸 して くださいn

●良時間使川 しないときは、乾電池を取 り出しておいて ください。

－1 1 －



2 ．使用方法
1

1

2

1

3

電源スイッチを［萱回 にします。

アラ【 ムランプが3 秒間点灯 します。

注：アテ】ムランプが点灯しない矧ま、電池が消耗していますので、
電池交摸をおこなってください。

受信用ロ ッドア ンテナを伸ば し、ポケ ットベルは手元に置く様に して
ください。

盗難警告機本体から送信されたアラーム信号を受信した場合は、アラ

¶ムランプが点滅 し、アラーム苗を出 します。

【 41アラーーム苗を止めたいとき場合は、リモコン〔日曜 ）ボタンを押
しノてくだ さい。

※ポケットベルを使用 しない矧ま、（電池の消耗を抑える為）電源スイッチ
を［頸〒］にし亡ください。

ご注意

アラ¶‾ム信号（市波）の送信及び受信距離は、周囲の障害物などにより、か

なり変化しよす㌧、ビル内の駐車場1bホテルの個室などでは、i柵 離でも市
波が届かなくなる捕 波を受信できなくなる）場合がありよす。この様な場
所でこ性別 二なる堤付・′1‡、あらかじめ電波を受信することを旅諾しノてく7ご
（ 上い 。

3 ．リモコン操作

リモニ］ン操作により、セキコリティ勤イ1を－【ン川巧問机 上することがで
さますし」中州こ出る舶に、盗封愕告機が－1ヰ ）Jリテパ州 別り附しノ仁
場六は、ポケットベルのし」モニ］ン送信那を本体のリモニ］ン馴一淵 こFrl］
けて‾、り‾卜・】ノ（1拒M〔耳E）スイッチを押しノよす。
本体かイL」㌧沖 馴 バす▲カと、2口秒間セキニ］＿リティ軸〃を仇 卜しノ（たす。

－1 2 －
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■6 ．レーダー探知機の使用方法・一

本機のレm ダー探知］機は×ハンド及びK ハン ドに対応しています。

［司内のすべ⊂のレー一夕ーー取締り機に対し丁使用できます。

また、レーダー探知機は脱着式ですので、こ使附 こならない場・告は、盗難
箪2ぅ槻木休から簡劉 こ取り外しがでさ沫すt）

1 ．操作方法
ー

i

2

レ此ダ【 探知機の範浪を入れ諾す。

電源瞑日野巨可スイ、ソテをO N（ェ ）にすると、電源（アラⅦム）ラン
プがf．1ごt灯 します。〉

覧1伝悠度を「三笠b‾■し．失す〔、

走州犬況により、たは切り挟え喧巨吋§＿）スイッチを押して設註Tし訂す。，

受信感度の目安

J I N O ：ノー【ノマルモ ー ド‘市軌他（低沫位〕ノチ＿一行拍

I SU：スーーーパーーーモードrミi速迫踊・郊外正子刊毒

2 ．レーダー波を受信すると

庄子」小、レーーダ 仙）皮を受信しノた場合は、竺鯨1 ／／アラームランプ／′／／ア
ラー¶ム レベルメ¶夕によ り、Lノーター波の受信をお知 らせしま す。，

t よた、 しト一夕仙波が強 くなる（発信源）に辻rくなるにつれて、警報音の

凍さとアラ¶・一人 レベル メー一夕のバミ火」数が それ ぞれ変イヒし沫す。

レーダー波の強さ

警報音

「
r

■

」

「

】

射い 泊言い

ピッピッ（「ごう］欠子音）→ ピーー（連続告）
間欠告の㌍那高がチ白くな り連続苗となる。

電源（アラニラ）ラン叫註毒宗「串諾琵七‾竺聖賢君始
アラームレベルメ＿タ＿卜∴乙火一胤 1（】触り丁 ナ（）川）〔）（J（5個）

＝設ぎi椚 に上∴ミ灯熱が汁‡スる

注● レーーダ▼一抹州鮒 ）接収【こは 雛芸子l∫機したりイさし給しノてい（卜すのて、、レ
ーー【ダーーー探知り幾坤休でこ他州 こ▼なることはごさ（たせん。

●レー一夕¶－一抹祁機を‖㍍〕外しに場ヂ丁は、イ、」属のワイトごパネルを諮到i
誓ご≒機に必 軒先ブ妄王らしノ「 くだJ‾い。
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・・－ 7 ．使用上のご注意

□本機は精密部品を多数使用 しています。分解・改造はしないで

ください。回路に高電圧がかかっているので大変危険です。

また、急激な衝撃や振動を加えないで ください。故障の原因と

なります。

亡」本機を高三鼠・多矧 こなる場所や直射日光の当る場所に置かない

でください。故障や変形の原因になります。特に真夏の炎天下

で駐車される場合は、本機をダッシュ・ ボーードの上などに置か

ないようにしてください。

L ］レー一夕ー探知機は、マイクロ波を利用したレ〟一夕一方式に対応、

する探知機です。光電管方式やワイヤ【 方式に対しては作動 し
ませんt，

【 1 取締 りレーダー波以外にも感知召ることがあります。同【 周波

数を使用 している機器（下記）周辺でも反応する場合があります

が故障ではありません。

マイク【コ波の ドップラー式日動 ドア／車両通過計測器／マイク

ロウエーブ通信【司臥／う彗湾レーダー／／航空レーダ旧など

「 丁】本機は 12 V 仕様車のみこ使用になれま弓。

［‾‾」本機を取付 けた上での盗難・スピ【 ド違反については、当社で

は－－切の責任を負いかねます。日頃からの注諒と安全運転とを

お心捷卜けください。

w 1 4 【

－・・ 8 ．故障とお考えになる前に －

ご使上砂川こ異字i王を感じた場合は、故障と思われる前に‾下記の点をお確かめ
ください。

旧1 5 －

症　　　 状 原　　　 因

＼欠

符卜源 が 入 ら な い ● 筒 源 ス イ ッ チ が 入 つ ‾r い な い 1）

●　 シ ガ ー プ ラ ク が 完 全 に 挿 入 こ－r t■■⊂い な い 。

●　 シ ガ ーーラ イ タ ーーーーソ ケ ッ トの 汚 れ に よ る 接 触 不 良 ）

● シ ガ ーーーラ イ タ ー ソ ケ ッ トに 吊 源 が き て い な い ．－

セ キ ュ リ テ ィ 動 作 し な ● 前 納 パ ッ ク が 消 耗 して い る －、

fm
難

ノ奴

い ∨・・充 汀■二しノ〔‾くた、‡t し1L，

● 卓∃の キ ーーーーろラ抜 い て も シ ガ ーー■つ イ タ 【 の 需 源 が 一刀れ な い

壬t‾二
車 椎 が あ り ま す■lつ

「＿1
槻

一 シ ガ ・r【“プ ラ ク を 抜 く ‥

ノブ‾二／－－一人 軸 作 机 上＿謙 ら ●　 ㌧′り－－－プ ラ 1 り）て外 れ て‾い る ‘．

な い ● i’モミJ常ス イ ‥ノ†を 操 作 し て い る ．，

－－・ノブラ ／＼咋州1一中 は 一声：源 ス イ ッ ブ ‾亡、の 操 作 は で き ま ‾ヒリ l人

● シ 什 －－一っ ニ‡ノウ を n C 1 2 V －（‾〕＝ l‾側 に 接 続 しノて い る ，

ー［〕C 1 2 V －1N 側 に接 続 し r く7∴ ！い ‘）

ポ
ア ラ ーーイ＼が 帆ユらな い ● ’さ守一瀬 ス イ ッ チ が 0 「「に （ト パ ’い る ．、

ケ ● ■さ7‾て■．シ†f」わて消 耗 しノ〔い 去）′、

ツ
卜て

● 子音i波 の 届 か な い 助 州 ∴い る り

リ ‾ヒ ニ」ン 杖 什 ／〕＼（ソ小‘t－な ● ■．‾口池 わ㍉門札 し＿ノr い る （、

／＼＼
ル

い ● l」二亡 ：‾」ン 〃〕送 信 那 言i、／し‾は 甘 イF‡消即〕く汚 れ ‾亡 い イさ．．

● ifE‾・離 が 軌 れ す ぎ （二い る ′ノ

レ

′

■7‾‡．こ妨げjて入 L‾‾〕1いノ＼

柑 紺 戸＝H 鴨ノ；（1 i空拙 Jし

● ■r有りく！ノ、イ 、＿ソ＝ナが 人 ＿J r＿‾い ル い ．．

● ネ †本し 止 し く ‾い ‥ノトし1 1‾ノ1 √ い れ い ．

●　 ■F＝ 別 品i f’け ゴ1ぅれ 〔’い 右）ノ

タ ●　 Lノ　 タ、 Ⅰ仁1＿＼1列 〔r）帖 締 「〕不 、 レ ーー一夕 ー一式 と ！功上土い し rT

－ l」㌣ やは71り 州 ■．ニ■＿う払 い

†一丈キム州 1川 r・小てき珊 這ご・㌔／Jて

し、ト／1 ノ

‡米 ● Jl畑 汁卜州 附 j（‾トノしは 終 ∃’格 ‡人tl‾て 、、 上牧締 「りア璧ト i；二筋ま／〕こ

久1！ 八　 一ty い 1－いノ1（

槻
● 肘 約）り L′　 1ノ、 ／付1＼1州 （‾も rr‾】＿】11 マ イウ 【j池■村 立】川 し て

Lリ」る し－1わ 槻 諾Lぴ）よしヲ斗‥



乱主な仕様

［盗難警告機本体］
●電源電圧

●消費電流

●送信電波形式

●送信周波数

●送信出力

●動作温度範囲
●外形寸法

［レーダー探知機］
●電源電圧

●消費電流

●受信ハ ン ド

●受信方式

●受信感度

●動作温度範囲
●外形寸法

［ポケ ッ トベル］
●電源電圧

●消費電流

●動作温度範囲

●外形」法

D C 12 V （外部電源）
D C 3 ．6 V （充電式ニッカ ド電池パック）
5 0 m A （待機拍）
F 3 巨

4 2 6 ，0 2 5 へ4 2 6 ．13 7 5 M「」zの 1波
1 m V J

【 －1 0℃ ′㌧十6 0 ℃

9 0 仰乃×1 15（D ）×2 6．5（卜」）m m 突起部を除く

D C 1 2 V

l O O m A （待機 的）

×バン ド／／′／K ハ ン ド

ダブル・ ス】－パー・ ヘ テロダインカ式

×バン ド ー1 1〔〕d B m ／／ノス 山パー・モー ド

K バ ン ド ー10 5 d B m ／／′スー【パⅦ・モ】 ド
∬－10 ℃ ～＋6 0 ℃

5 0仰の×1 15（ロ）×2 6．5（H ）m m 突起部を除く

D C 3 V （甲4 乾電池2 本）

3 0 m A （待機晒）

－－－1 0 ℃へノ†6 0 ℃

5 2ぐ仰 ×8 0（D）×1 5 5（H ）rn rTl 突起部を除く

別売品［＿宗宗男笠諾プ忘】。とう‾1
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保証 規 定

1 保証期間内（お買い上げ日より1年間）に、正常なる使用状矧 こおいて、

万一故障した場合には無料で修理いたします。

2 ．保証期間中に修理を依頼される場合は、製品に保証書を添えて、お買

い上げの販売店に修理を依頼してください。

3 ．つぎのような場合には、保証期間内でも有料修理になります。

（ イ）使用上の誤り、製品に改造を加えた場合や当社指定のサービス店

以外で修理された場合

（ 口）お買い上げ後の輸送、移動、落下等による故障及び損傷

（ ハ）火災、地震、水害、公害、異常電圧、指定外の使用電源（電圧・周

波数）及びその他天災地変などによる故障及び損傷

（ 二）保証書のこ提示がない場合

（ ホ）保証書の指定事項の末記入、あるいは字句を書き凍えられた場合

4 ．本保証書は、日本国内においてのみ有効です。

修理メモ
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